
契約人数(令和４年3月現在） ２８名

小学 中学 高校 人数

生の松原特別支援学校 4 4 2 10名

中央特別支援学校 2 6 3 11名

石丸小学校 1 1名

壱岐小学校 2 2名

飯倉中央小学校 1 1名

姪北小学校 2 2名

原北小学校 1 1名

利用者人数（Ｒ３年度）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

133名 135名 154名 158名 143名 132名 163名 156名 154名 111名 89名 139名

コロナによる影響

・特別支援学校、小中学校で感染が拡大し、欠席が増える。

・マスク、手洗い、消毒、換気の徹底。スタッフの業務が増大。

・発熱者、濃厚接触者がスタッフ、子ども、家族に出た場合の対応に追われる。

・おやつ作り、昼食、外出等、活動の制限が増える。

・定期的なスタッフの抗原検査の実施

職員研修

・日々の振り返りにより支援の統一を図る。

・自閉症スペクトラムセミナーはコロナのため中止。

・リーダー会議の参加（月に１回）

土・祝日開所状況（令和３年度）

3名 公園、ビデオ

9名 調理、買い物

6名 プール、実験、買い物

6名 プール、マクドナルド

8名 Wiiスポーツ大会

7名 東平尾公園

8名 餃子作り、買い物

11名 凧作り、凧あげ。笹岡イオン買い物１月８日（土）

７月１０日（土）

７月２２日（木）

８月７日（土）

９月２３日（木）

１０月９日（土）

１１月３日（水）

延べ人数 1,667名

５月２２日（土）

月平均 138.9

令和３年度　多機能型事業所いんくる

放課後等デイサービス　活動報告

学校名



令和３年度　生活介護　活動報告

●  利用者の状況

Hさん(月～金)　 自閉症。区分５。19歳(男)。

言葉でのコミュニケーションは難しい。

大きな声。急にイライラ、まれに急に噛みつき、ひっかきあり。

ジャンプ、ヒラヒラ感覚刺激。視覚的な支援。

定着すれば活動の流れは理解。人は好き。

Eさん(月のみ) 自閉症。区分６。29歳(男)。

言葉でのコミュニケーション可能。独語多い。

人は好きだが不適切な関わりに発展。集団が難しい。

雷、台風等不安、暴力、破壊。

本、雑誌、車、昭和、買い物好き。仕事をしてお金貯めたい。

Mさん(木・金) 自閉症。区分５。21歳(男)。

コミュニケーションは一方的。大きな声で要求。

偏食。不快、要求が通らない時に大声奇声、激しい動き。

便さわり、トイレにこもる。

細かい作業できる。できれば家で過ごしたい。

Tさん(水木金) 知的障がい。区分５。21歳(男)。

言葉でコミュニケーション。スマホで動画、ゲーム、仮面ライダー好き。

受け身。

Hさん(月2回) 自閉症。区分６。24歳(女)。

言葉でコミュニケーション。音に過敏。自分の流れ崩されたくない。

絵を描くこと好き。

利用希望 ダウン症。区分６。20代(女)。

(月～金) 現在の通所施設が合わなくなってきている。

●活動内容

室内活動 メモ帳づくり、シュレッダー、ペットボトル、アルミ缶潰し、

課題作業、絵画、紙すき、カレンダー作り

外活動 リサイクル活動、地域清掃、アルミ缶回収、

ウォーキング(西公園、大濠公園、今津運動公園)



第1号議案

令和３年度　法人　活動報告
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令和３年度　相談支援いんくる　活動報告

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

児童 5 1 6 1 11 1 1 3 3

成人 1 1 1

ICT導入モデル事業に申請し、パソコン４台とネットワークハードディスクを購入した。

ハローワークでの求人と同時に、「ジョブメドレー」、「タウンワーク」にも掲載し採用の幅
を広げた。

・契約数（令和３年１２月）　　児童（１８歳未満）　２０名

　　　　　　　　　　　　　　　成人（１８歳以上）　　１名

・相談支援専門員の退職により、令和4年1月より、休止中

・契約者については、他事業所へ引継ぎを行った

利用者や家族のコロナ感染や濃厚接触者になった場合の対応と、他機関との連絡調整が増え
た。

学級閉鎖や家族内の感染により数日間の閉所を余儀なくされた。

運転資金の安定のため、政策金融公庫より３００万円の借り入れを行った。

休業した日に関しては、労務士と相談し雇用調整助成金を申請する。

処遇改善臨時特例交付金を申請し、２月より職員の基本給に上乗せを実施した。




